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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細日程は別添１参照） 

①基本検査実施期間 

平成３０年１１月１４日（水） 

 

（２）保安検査実施者 

横須賀原子力規制事務所 

原子力保安検査官 長江 博 

原子力保安検査官 飯盛 康博 

   

２．保安検査内容 

今回の保安検査では、以下に示す検査項目について、試験研究用等原子炉施設（以下

「原子炉施設」という。）への立入り、物件検査、関係者質問により、保安規定の遵守状況を

確認するとともに、日々実施している廃止措置管理状況の聴取、記録確認、廃止措置中の

原子炉施設の巡視等についても保安検査として実施した。 

 

（１）基本検査項目（下線は保安検査実施方針に基づく検査項目） 

①維持管理すべき機器等の保守管理の実施状況 

②異常事象等（外部事象を含む）発生時の措置の実施状況 

③改善活動の取組状況 

 

（２）追加検査項目 

なし。 

 

３．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては、「維持管理すべき機器等の保守管理の実施状況」、「異

常事象等（外部事象を含む）発生時の措置の実施状況」及び「改善活動の取組状況」を

検査項目として、立入り、資料確認及び聴取により検査を実施した。 

検査の結果、「維持管理すべき機器等の保守管理の実施状況」については、廃止措置

計画に定められた第２段階の長期化を見据え維持管理等を盛り込んだ品質方針及び品

質目標に基づき、施設の維持管理に係る中長期計画案の策定に向け、施設、設備の維

持管理上の課題の洗い出し等が検討されていることを記録等により確認した。また、原子

炉施設の保守管理については、保安規定第１６条に基づき、年間保安計画が策定され、

実施されていることを確認した。施設定期自主検査は、保安規定第２２条及び年間保安

計画に基づき、廃止措置計画でその機能を維持すべきと定められた設備、機器等に対して、

実施計画等が作成され、校正、検査等が実施されていることを記録等により確認した。巡
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視については、保安規定第２６条に基づき、毎週１回、固体廃棄物の保管場所、原子炉

棟等の巡視に対して、異常の有無が確認され管理室長の確認を得ていることを記録により

確認した。 

「異常事象等（外部事象を含む）発生時の措置の実施状況」については、保安規定７０

条に基づき、異常事態対策組織、対策要員及び異常事態に係る所内及び所外関係機

関との連絡系統が定められ、活動に必要な放射線測定器等が整備されていることを手順

書等により確認した。さらに、異常事態が発生した場合は、保安規定第７１条から第７３条

に基づき、所長は、異常事態を宣言し、対策要員を招集し、異常事態対策組織に異常

事態対策本部を設置し、所内及び所外関係機関へ通報し、異常事態対策活動を実施

することとしていることを手順書により確認した。また、保安規定第６１条から保安規定第６４

条に基づき、異常事態に採るべき処置に関する保安教育が、所員、所外従事者、施設巡

視者に対して計画され、実施されていることを、記録等により確認した。さらに、保安規定第

６７条に基づき、所員、所外従事者、施設巡視者に対して、異常時の対応についての訓練

を保安訓練により実施していることを記録により確認した。 

「改善活動の取組状況」については、不適合に対する処理担当者及び管理室長の権限

と責任が定められていることを「品質保証計画書」により確認した。また、発生した不適合に

対して管理室長から任命された処理担当者は、不適合発生時の識別管理を実施し、不

適合処理計画書を作成し、不適合を処理し、実施結果を不適合処理報告書に記録する

こととなっていることを確認した。また、是正処置については、管理室長及び品質保証責任

者により是正処置が必要と判断した場合には処理担当者に指示し、処理担当者は是正

処置計画書を作成し、是正処置を実施し、実施結果を是正処置報告書に記録することと

なっていることを確認した。さらに、予防処置については、是正処置と同様な手順が実施され

ることとなっていることを確認した。また、施設定期自主検査においてサーベイメータの経年劣

化が確認されたことから、予防処置として経年劣化したサーベイメータの調整及び新規に取

得する処置を手順に基づき実施したことを予防処置報告書等により確認した。不適合事

象に対する改善活動（コレクティブアクション）として、管理室長によりマネジメントレビュー、所

員会による品質保証の打合わせ等により不適合事象等に係る情報収集、評価が実施さ

れていることを記録等により確認した。 

 

以上のことから、選定した検査項目に係る保安活動は問題のないことを確認した。 

 

保安検査期間中の保安管理状況については、事業者からの施設の管理状況の聴取、

記録の確認、施設の巡視等を行った結果、検査を行った範囲においては、特段問題がない

ことを確認した。 

 

（２）検査結果 

１）基本検査結果 
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①維持管理すべき機器等の保守管理の実施状況 

本検査項目は、施設の老朽化の状況を勘案した上で廃止措置計画でその機能を維持

すべきと定められた設備、機器等の保守管理が適切に行われているかについて確認した。 

検査の結果、廃止措置計画に定められた第２段階の長期化を見据え維持管理等を盛

り込んだ品質方針及び「平成３０年度の品質目標」に基づき、施設の維持管理に係る中

長期計画案の策定に向け、当該計画案に含まれる「放射性固体廃棄物保管状況の検

査計画」が策定され、施設、設備の維持管理上の課題の洗い出し等が検討されていること

を記録等及び聞き取りにより確認した。 

原子炉施設の保守管理については、保安規定第１６条に基づき、年間保安計画が策

定され、実施されていることを、「２０１８（平成３０）年度立教大学原子力研究所 年間保

安計画」により確認した。 

施設定期自主検査は、保安規定第２２条及び年間保安計画に基づき、廃止措置計

画でその機能を維持すべきと定められた設備、機器等に対して、実施計画等が作成され、

原子炉施設の保安のために直接関連を有する計器及び放射線測定器の校正及び原子

炉施設の保安のために特に管理を必要とする設備の機能の維持に係る検査等が実施され

ていることを、「施設定期自主検査実施計画書」「施設定期自主検査記録」等により確認

した。また、平成２９年１１月に固体廃棄物の保管容量が保安規定第２７条第２項に追記

されたことから、施設定期自主検査において、放射性固体廃棄物の員数の確認が追加さ

れ、実施されていることを「施設定期自主検査実施計画書」「施設定期自主検査要領」、

検査記録により確認した。 

巡視については、保安規定第２６条に基づき、原子炉施設巡視要領が定められているこ

とを確認した。さらに、当該要領において、毎週１回、炉室、原子炉本体（生命遮へい体）、

電源及び気体廃棄物の廃棄施設、固体廃棄物の保管場所及び原子炉棟の巡視に対し

て、確認ポイントが設定され、異常の有無が確認され管理室長の確認を得ていることを、

「原子炉施設巡視記録表」により確認した。 

 

以上のことから、本検査項目に係る保安活動は問題のないことを確認した。 

 

②異常事象等（外部事象を含む）発生時の措置の実施状況 

本検査項目は、異常事象等（外部事象を含む）が発生した場合について、事態の収束、

拡大防止対策や必要な措置が確実に行われるよう、体制、資機材、手順書等が整備され、

要員に対し教育・訓練が行われていること等について確認した。 

検査の結果、保安規定７０条に基づき、異常事態対策組織及び対策要員が定められ、

異常事態に係る所内及び所外関係機関との連絡系統が定められていることを「応急措置

要領」により確認した。また、活動に必要な放射線測定器等が整備されていることを現地に

て確認した。 

また、火災、地震が発生した場合は、保安規定第７４条及び第７５条に基づき、必要な
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措置を講じ、所内及び関係機関に通報することが定められていることを確認した。さらに、異

常事態が発生した場合は、保安規定第７１条から第７３条に基づき、所長は、緊急事態を

宣言し、対策要員を招集し、異常事態対策組織に異常事態対策本部を設置し、所内及

び所外関係機関へ通報し、異常事態対策活動を実施することとしていることを「応急措置

要領」により確認した。 

また、保安規定第６１条から保安規定第６４条に基づき、異常事態に採るべき処置に関

する保安教育が、所員、所外従事者、施設巡視者に対して計画され、実施されていること

を、「２０１８年度保安教育実施計画及び保安訓練実施計画」「保安教育実施記録」等

により確認した。さらに、保安規定第６７条に基づき、所員、所外従事者、施設巡視者に

対して、異常時の対応についての訓練を保安訓練により実施していることを「保安訓練・防

火訓練実施記録（保安規定第６７条・防火管理規程第１１条）」により確認した。さらに、

保安規定第６８条に基づき、緊急作業に従事させることができる放射線業務従事者に対し

て、緊急作業に係る教育及び訓練が実施されていることを「緊急作業に係る教育及び訓練

の実施記録（保安規定第６８条）」により確認した。 

 

以上のことから、本検査項目に係る保安活動は問題のないことを確認した。 

 

③改善活動の取組状況 

本検査項目は、不適合事象に対して不適合管理、是正処置及び予防処置が確実に

実施されているかについて確認した。特に、事業者の不適合事象に対する改善活動（コレク

ティブアクション）の実施内容及び運用の状況について確認した。 

検査の結果、不適合の管理対象を内部監査及びその他保安活動実施等により明らか

となったもの等とし、不適合に対する処理担当者及び管理室長の権限と責任が定められて

いることを、「品質保証計画書」により確認した。また、発生した不適合に対して管理室長か

ら任命された処理担当者は、不適合発生時の識別管理を実施し、不適合処理計画書を

作成し、不適合を処理し、実施結果を不適合処理報告書に記録することとなっていることを

確認した。 

また、是正処置については、内部監査、マネジメントレビュー、その他保安活動実施等に

より不適合とされたものを対象として、管理室長及び品質保証責任者により是正処置が必

要と判断した場合には処理担当者に指示し、処理担当者は是正処置計画書を作成し、

是正処置を実施し、実施結果を是正処置報告書に記録することとなっていることを確認し

た。 

また、予防処置については、管理室長及び品質保証責任者により予防処置が必要と判

断した場合には処理担当者に指示し、是正処置と同様な手順が実施されることとなってい

ることを確認した。また、施設定期自主検査においてサーベイメータの経年劣化が確認され

たことから、予防処置として経年劣化したサーベイメータの調整及び新規に取得する処置を

手順に基づき実施したことを予防処置報告書等により確認した。 
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また、不適合事象に対する改善活動（コレクティブアクション）として、管理室長によりマネ

ジメントレビュー、所員会による品質保証の打合わせ等により不適合事象等に係る情報収

集、評価が実施されていることを「平成２９年度マネジメントレビュー記録」「所員会 記録要

録」等により確認した。 

 

以上のことから、本検査項目に係る保安活動は問題のないことを確認した。 

 

（３）違反事項 

なし。 

 

 

４．特記事項 

なし。 
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保安検査日程 

月日 １１月１４日（水） 備考 

午前 ●初回会議 

〇異常事象等（外部事象を含む）発生時の措置の実施状況 

 

午後 ●廃止措置管理状況の聴取、記録確認 

●廃止措置中の原子炉施設の巡視 

〇維持管理すべき機器等の保守管理の実施状況 

○改善活動の取組状況 

●チーム会議 

●まとめ会議 

●最終会議 

 

 

                                              ○:基本検査項目  ●:会議/記録確認/巡視等 
 


